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ス
リ
ラ
ン
カ
は
首
相
が
辞
任
す
る
な
ど
政

治
的
な
混
迷
の
た
だ
中
に
あ
る
。
こ
の
政
治

危
機
の
根
源
は
、
人
為
的
な
経
済
危
機
に
あ

る
。

　

三
〇
年
近
く
続
い
た
内
戦
終
了
後
に
高
い

経
済
成
長
を
実
現
し
て
、
二
〇
一
九
年
に
は

高
位
中
所
得
国
に
分
類
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が

ス
リ
ラ
ン
カ
経
済
に
と
っ
て
最
後
の
き
ら
め

き
だ
っ
た
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
は
恒
常
的
に
貿
易
赤
字
と
財

政
赤
字
を
抱
え
て
い
た
。
海
外
労
働
者
か
ら

の
送
金
や
観
光
に
よ
っ
て
外
貨
を
獲
得
し
、

貿
易
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
一
九
年
四
月
の
イ
ー
ス
タ
ー
テ
ロ
に

よ
っ
て
観
光
客
が
激
減
し
、
二
〇
年
以
降
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
っ

て
観
光
収
入
は
途
絶
え
た
。
バ
ブ
ル
方
式
に

よ
る
観
光
再
開
も
試
み
ら
れ
た
が
、
実
施
は

困
難
だ
っ
た
。

　

財
政
赤
字
は
、
前
政
権
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
六
・

六
六
％
の
規
模
か
ら
現
政
権
（
二
〇
〜
二
一

年
）
で
は
一
一
・
六
五
％
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

企
業
や
個
人
所
得
を
対
象
と
し
た
減
税
は
、

計
り
知
れ
な
い
大
き
な
つ
け
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
対
外
債
務
の
返
済
が
経
済
危
機

を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
。
返
済
の
期
日
は

事
前
に
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
回
避
す
る

た
め
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
融
資
を
依
頼
す
る
べ
き

だ
っ
た
が
、
現
政
権
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
課
す
条
件

を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
よ
し
と
せ
ず
、
問
題

を
放
置
し
た
。
二
一
年
に
ゴ
タ
バ
ヤ
・
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ク
サ
大
統
領
は
、
突
然
有
機
肥
料
へ

の
転
換
を
打
ち
出
し
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
。

二
〇
年
半
ば
よ
り
じ
わ
じ
わ
と
物
価
が
上
が

り
始
め
、
後
半
に
は
燃
料
の
不
足
、
そ
れ
に

よ
る
電
力
供
給
の
不
安
定
化
が
始
ま
り
、
停

電
時
間
と
燃
料
を
求
め
る
列
は
日
に
日
に
長

く
な
っ
た
。
二
一
年
三
月
上
旬
か
ら
は
、
コ

ロ
ン
ボ
郊
外
で
一
般
市
民
が
反
政
府
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
紙
を
掲
げ
て
町
に
出
る
よ

う
に
な
っ
た
。
最
初
は
非
組
織
的
な
平
和
な

反
政
府
デ
モ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
月

三
一
日
に
大
統
領
の
私
邸
を
デ
モ
参
加
者
が

囲
み
、
車
な
ど
が
燃
や
さ
れ
た
の
に
対
し
、

政
府
が
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
閉
鎖
す
る
な
ど
強
硬
な
手
段
に
出
た
。
こ

人為的な経済危機が引き起こした
スリランカの政変
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れ
を
機
に
反
政
府
デ
モ
は
一
気
に
拡
大
し
、

コ
ロ
ン
ボ
中
心
部
で
市
民
の
憩
い
の
場
で
も

あ
る
ゴ
ー
ル
フ
ェ
イ
ス
グ
リ
ー
ン
に
テ
ン
ト

を
張
り
、
連
日
平
和
的
な
反
政
府
デ
モ
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
ン
ト
村
は
ま
も

な
く
、
大
統
領
の
略
称
と
か
け
て
「
ゴ
タ
帰

れ
村
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

そ
の
間
、
政
府
は
方
針
を
転
換
し
Ｉ
Ｍ
Ｆ

へ
支
援
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

大
統
領
は
、
有
機
肥
料
へ
の
転
換
を
間
違
い

だ
っ
た
と
認
め
た
。
も
ち
ろ
ん
す
ぐ
に
は
経

済
は
好
転
せ
ず
、燃
料
不
足
で
停
電
は
続
き
、

物
価
は
高
止
ま
り
し
た
。

　

手
詰
ま
り
感
が
漂
う
中
で
起
き
た
の
が
、

五
月
九
日
の
暴
動
で
あ
っ
た
。
マ
ヒ
ン
ダ
支

持
者
ら
が
地
方
か
ら
バ
ス
で
コ
ロ
ン
ボ
に

や
っ
て
来
て
、
反
政
府
デ
モ
参
加
者
に
暴
力

を
振
る
い
始
め
た
の
だ
。
こ
れ
に
反
応
す
る

形
で
、
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
に
近
い
政
治
家
ら

の
家
が
燃
や
さ
れ
る
な
ど
の
事
態
に
陥
っ

た
。
そ
こ
で
マ
ヒ
ン
ダ
首
相
は
、
辞
任
を
表

明
し
、
翌
朝
に
は
首
相
公
邸
を
離
れ
た
。

　

人
々
を
突
き
動
か
し
た
直
接
の
要
因
は
経

済
危
機
だ
っ
た
が
、
背
景
に
あ
る
の
は
政
治

の
無
作
為
で
あ
り
、
政
治
一
家
で
あ
り
汚
職

に
ま
み
れ
た
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
一
族
お
よ
び

政
治
家
全
般
へ
の
強
い
不
信
で
あ
る
。

　

さ
す
が
に
大
統
領
や
マ
ヒ
ン
ダ
・
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ク
サ
首
相
も
そ
れ
に
気
付
き
、
財
務

大
臣
の
バ
ジ
ル
・
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
を
は
じ

め
と
す
る
閣
僚
を
全
員
辞
任
さ
せ
た
。
し
か

し
反
政
府
デ
モ
参
加
者
は
大
統
領
と
首
相
の

辞
任
を
求
め
た
。
大
統
領
は
暫
定
政
権
を
樹

立
し
、
問
題
解
決
に
当
た
る
と
し
た
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
野
党
が
解
散
総
選
挙
を
要

求
す
る
と
こ
ろ
だ
。
だ
が
経
済
危
機
の
真
っ

た
だ
中
で
投
票
用
紙
の
印
刷
も
ま
ま
な
ら
な

い
た
め
、
選
挙
は
現
実
的
で
な
い
。
大
統
領

の
弾
劾
手
続
き
は
複
雑
で
非
常
に
難
し
い
。

　

五
月
一
二
日
に
は
統
一
国
民
党
党
首
ラ
ニ

ル
・
ウ
ィ
ク
レ
マ
シ
ン
ハ
が
首
相
と
な
っ
た
。

一
八
年
に
当
時
の
シ
リ
セ
ー
ナ
大
統
領
が
、

ラ
ニ
ル
首
相
を
罷
免
し
、
マ
ヒ
ン
ダ
を
首
相

に
任
命
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
逆
で
あ
る
。

　

暫
定
政
権
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
は
、
国
民
に
基
本
的
な
食
料
や
生
活

イ
ン
フ
ラ
を
提
供
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の

交
渉
を
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け

で
充
分
に
難
行
で
あ
る
が
、
加
え
て
大
統
領

制
を
廃
止
し
て
議
院
内
閣
制
に
移
行
す
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

四
月
以
降
、
連
立
与
党
は
分
裂
し
、
国
会

で
安
定
的
な
多
数
を
占
め
る
勢
力
は
な
く

な
っ
た
。
国
会
運
営
は
困
難
を
き
わ
め
る
だ

ろ
う
。
期
待
で
き
る
の
は
、
ラ
ニ
ル
は
西
側

諸
国
お
よ
び
イ
ン
ド
と
良
好
な
関
係
を
保
っ

て
き
た
点
で
あ
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
は
対
外
債
務
返
済
の
タ
イ
ミ

ン
グ
と
コ
ロ
ナ
の
影
響
・
経
済
政
策
の
失
敗

が
重
な
り
、
危
機
に
あ
る
。
今
後
ほ
か
の
国

で
も
同
様
の
事
態
が
発
生
し
か
ね
な
い
。
ス

リ
ラ
ン
カ
と
国
際
社
会
が
ど
の
よ
う
に
着
地

点
を
見
つ
け
る
か
、
注
目
し
た
い
。
●




